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は
じ
め
に
―
―
エ
ン
プ
ソ
ン
へ
の
誘
い

１ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン
プ
ソ
ン
は
、
一
九
○
六
年
、
英
国
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
ト
レ
ン
ト
川
と
ウ
ー
ス
川
が
合
流
し
て
ハ
ン
バ
ー
川
に

な
る
あ
た
り
に
、
広
大
な
土
地
を
所
有
す
る
紳
士
階
級
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。

一
九
二
○
年
、
名
門
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
コ
レ
ッ
ジ
に
入
学
、
得
意
な
学
科
は
数

学
と
科
学
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
在
学
中
、
早
熟
な
彼
は
す
で
に
科
学
的
合
理
主
義
に
徹
し
て
い
た
ら
し
く
、
キ
リ

ス
ト
教
の
神
は
邪
悪
な
神
だ
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
一
九
二
四
年
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
数
学
賞
と
数
学
専
攻
学
生
奨
学
金
を
得
て
、

翌
年
十
月
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
モ
ー
ド
リ
ン
学コ
レ
ツ
ジ寮
に
入
学
し
た
。

四
カ
月
後
の
一
九
二
六
年
二
―
三
月
、
恒
例
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
学
寮
主
催
の
〈
ク
ラ
ー
ク
連
続
講
義
〉
で
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
は

「
十
七
世
紀
の
形
而
上
派
詩
人
た
ち
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
の
こ
ろ
エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩
と
批
評
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
吸
収
し
つ
つ
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あ
っ
た
エ
ン
プ
ソ
ン
は
、
講
義
に
は
出
席
し
な
か
っ
た
が
、
エ
リ
オ
ッ
ト
を
囲
む
座
談
会
に
出
席
し
、
シ
ェ
リ
ー
の
詩
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
の
エ
リ
オ
ッ
ト
の
論
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
後
年
、
彼
は
「
わ
た
し
の
精
神
が
ど
こ
ま
で
エ
リ
オ
ッ
ト
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
か
、
は
っ
き
り
と
は
言
え
な
い
が
、
彼
か
ら
受
け
た
影
響
は
鋭
く
浸
透
す
る
体て
い

の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
て
、
エ
リ

オ
ッ
ト
の
影
響
は
『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
に
も
歴
然
と
し
て
い
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
入
学
三
年
後
の
一
九
二
八
年
秋
、
エ
ン
プ
ソ
ン
は
数
学
か
ら
英
文
学
の
専
攻
に
転
じ
た
。
彼
の
合
理
的
な
知
性
は
、

当
時
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
実
証
主
義
的
な
知
的
風
土
―
―
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
や
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
拓
き
つ
つ
あ

っ
た
論
理
実
証
主
義
的
地
平
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
派
人
類
学
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
一
般
理
論
、
Ｉ
・

Ａ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
意
味
論
と
科
学
主
義
的
文
学
理
論
な
ど
に
強
く
引
か
れ
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
に
師
事
し
て
英
文
学
を
専
攻
す
る
こ
と

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
現
実
世
界
の
複
雑
さ
と
不
条
理
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
純
粋
に
理
論
的
な
数
学
よ
り
も
不
条
理
を
内
包
し
う

る
詩
に
よ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
の
原
形
と
な
っ
た
エ
ッ
セ
イ
を
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
先
生
に

提
出
し
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
二
月
、「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
一
六
番
に
お
け
る
曖
昧
」
と

題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
前
衛
的
文
芸
誌
『
実
験
』
に
発
表
。
こ
れ
は
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
に
提
出
し
た
エ
ッ
セ
イ
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
六
月
、
英
文
学
〈
ト
ラ
イ
ポ
ス
〉
第
一
部
（
卒
業
試
験
）
で
優
フ
ア
ー
ス
トの

成
績
を
得
、
同
時
に
モ
ー
ド
リ
ン
学
寮
賞
を
受
賞
、
モ

ー
ド
リ
ン
の
準
フ
ェ
ロ
ー
に
選
ば
れ
た
が
、
七
月
、
所
持
品
か
ら
不
品
行
を
疑
わ
れ
て
採
用
を
取
り
消
さ
れ
た
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
は
な
れ
た
エ
ン
プ
ソ
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
著
述
家
と
し
て
活
動
を
は
じ
め
た
。
こ
の
こ

ろ
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
、
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ン
ロ
ー
ら
か
ら
啓
発
を
受
け
た
ら
し
い
。
十
一
月
、「
エ

リ
オ
ッ
ト
覚
え
書
き
」
を
『
実
験
』
に
発
表
（
の
ち
、『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
に
組
み
込
ま
れ
る
）。
翌
三
○
年
十
一
月
、『
曖
昧
の

七
つ
の
型
』
が
出
版
さ
れ
、
批
評
家
エ
ン
プ
ソ
ン
の
名
が
確
立
さ
れ
た
。

『
曖
昧
』
出
版
以
後
の
エ
ン
プ
ソ
ン
の
人
生
は
、
波
瀾
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
、
師
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
推
薦
で
来
日
、

三
四
年
ま
で
、
東
京
文
理
科
大
学
（
現
・
筑
波
大
学
）
と
東
京
帝
国
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）
で
教
え
た
。
い
っ
た
ん
英
国
に
帰
っ
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た
あ
と
、
一
九
三
七
年
に
は
中
国
の
北
京
大
学
に
招
か
れ
た
が
、
任
地
に
到
着
し
た
と
き
に
は
す
で
に
日
中
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
い

て
、
日
本
軍
が
侵
攻
し
、
大
学
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
エ
ン
プ
ソ
ン
は
、
当
時
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
リ
チ
ャ
ー
ズ
夫
妻
と
と
も
に

各
地
を
旅
し
つ
つ
南
下
、
南
部
の
奥
地
に
避
難
し
た
仮
設
の
大
学
で
教
え
た
。
貧
し
い
食
事
、
日
本
軍
の
空
爆
。
自
分
の
部
屋
さ
え

な
く
、
夜
は
黒
板
を
ベ
ッ
ド
に
眠
っ
た
が
、
そ
う
し
た
生
活
の
中
で
も
エ
ン
プ
ソ
ン
の
知
性
は
閃
き
を
失
う
こ
と
は
な
く
、
ひ
と
り

の
時
間
に
は
数
学
の
問
題
を
解
き
、
世
界
と
言
語
と
文
学
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
、
の
ち
に
『
複
雑
語
の
構
造
』
を
構
成
す
る
こ
と

に
な
る
論
考
の
執
筆
を
す
す
め
て
い
た
。
一
九
四
七
―
五
二
年
に
も
エ
ン
プ
ソ
ン
は
中
国
で
教
え
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
こ
の
国
の

内
戦
と
共
産
党
の
勝
利
に
よ
る
中
華
人
民
共
和
国
の
誕
生
（
一
九
四
九
年
）
を
目
撃
し
た
。
一
九
五
二
年
に
英
国
に
帰
り
、
五
三
年

秋
か
ら
七
一
年
の
引
退
ま
で
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
教
授
の
席
に
あ
っ
た
。
一
九
八
四
年
歿
。

２
『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
は
、〈
初
版
へ
の
序
〉
で
エ
ン
プ
ソ
ン
自
身
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｉ
・
Ａ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
文
学
理
論

か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
文
学
研
究
に
対
す
る
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
態
度
は
、
一
言
で
い
え
ば
「
科
学
主
義
」
で
あ
っ
た
。
彼

は
、
そ
れ
ま
で
の
印
象
批
評
な
い
し
鑑
賞
批
評
を
棄
て
、
文
学
と
は
、
作
品
を
媒
体
と
し
て
作
者
の
経
験
が
読
者
に
伝
達
さ
れ
る
こ

と
だ
と
考
え
、
こ
の
伝
達
の
プ
ロ
セ
ス
―
―
作
者
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
衝
動
な
い
し
欲
求
の
調
和
的
体
制
化
が
作
品
を
通
じ
て
読
者

の
心
の
中
に
再
現
さ
れ
る
と
き
の
一
連
の
心
理
的
現
象
―
―
を
、
因
果
関
係
の
連
鎖
と
し
て
説
明
し
た
。
同
時
に
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
、

す
ぐ
れ
た
文
学
作
品
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ふ
つ
う
に
も
つ
よ
り
も
多
く
の
衝
動
を
調
和
的
に
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
体
制
化
が
含
ま
れ

て
い
る
と
考
え
た
。
た
と
え
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
う
「
恐
怖
」
と
「
哀
憐
」
を
同
時
に
実
現
す
る
悲
劇
、
あ
る
い
は
反
対
衝
動

を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
含
む
詩
は
、
感
傷
だ
け
し
か
喚
起
し
な
い
セ
ン
テ
ィ
メ
ン
タ
ル
な
詩
よ
り
も
大
き
な

価
値
を
も
つ
も
の
だ
と
し
た
。
衝
動
の
体
制
化
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
価
値
論
と
、
文
学
作
品
に
よ
る
価
値
の
伝
達
に
つ
い
て
の
理
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論
―
―
こ
れ
が
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
『
文
芸
批
評
の
原
理
』（
一
九
二
四
年
）
を
支
え
る
二
つ
の
柱
で
あ
っ
た
。

リ
チ
ャ
ー
ズ
の
も
う
一
つ
の
発
明
で
あ
る
「
実
践
批
評
」
は
、
彼
の
科
学
主
義
文
学
理
論
に
対
応
す
る
い
わ
ば
実
験
部
門
で
あ
っ

た
。
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
、
英
文
学
〈
ト
ラ
イ
ポ
ス
〉
の
必
修
科
目
と
し
て
設
け
ら
れ
た
「
実
践
批
評
」
の
ク
ラ
ス
で
、
彼
の
い
う
「
プ

ロ
ト
コ
ル
」（
作
者
の
名
を
伏
せ
た
詩
）
を
学
生
に
読
ま
せ
、
そ
の
解
釈
―
―「
こ
の
詩
は
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
」、「
世

界
と
人
生
に
対
し
て
ど
う
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
か
」
―
―
を
書
か
せ
、
詩
が
個
々
の
読
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
読
み
と
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
て
み
せ
た
。
そ
の
結
果
を
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
、
一
九
二
九
年
の
著
書
『
実
践
批
評
』
に
ま
と

め
、
そ
う
し
た
読
者
反
応
の
多
様
性
は
、
読
者
の
個
人
的
体
験
か
ら
く
る
連
想
や
無
意
識
的
抑
圧
、
つ
ま
り
は
読
者
の
認
識
が
内
包

す
る
方
向
性
か
ら
く
る
も
の
だ
と
論
じ
た
。

エ
ン
プ
ソ
ン
は
、「
実
践
批
評
」
の
ク
ラ
ス
の
熱
心
な
出
席
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
文
学
理
念
に
は
共
鳴
し
て
い

て
、
た
ま
た
ま
ロ
ー
ラ
・
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
ロ
バ
ー
ト
・
グ
レ
イ
ヴ
ズ
の
『
モ
ダ
ニ
ス
ト
詩
の
展
望
』（
一
九
二
七
年
）
を
読
ん
で
、

Ｅ
・
Ｅ
・
カ
ミ
ン
グ
ズ
の
句
読
点
の
な
い
短
詩
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
一
二
九
番
を
並
べ
て
分
析
し
た
章
に
触
発
さ
れ
、

リ
チ
ャ
ー
ズ
先
生
の
前
で
、「
ま
る
で
手
品
師
の
よ
う
に
」
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
か
ら
「
元
気
の
い
い
ウ
サ
ギ
を
つ
ぎ
つ

ぎ
取
り
出
し
て
」
み
せ
た
。
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
エ
ン
プ
ソ
ン
の
才
能
に
一
驚
し
、
分
析
を
つ
づ
け
る
よ
う
励
ま
し
た
。
二
週
間
た
つ
と
、

エ
ン
プ
ソ
ン
は
大
部
の
タ
イ
プ
原
稿
を
か
か
え
て
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
前
に
現
れ
た
。『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
の
原
形
で
あ
っ
た
。

３エ
ン
プ
ソ
ン
の
「
曖
昧
」
論
は
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
〈
ア
イ
ロ
ニ
ー
〉
理
論
を
、
同
じ
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
「
実
践
批
評
」
の
手
法
で
拡

大
、
発
展
さ
せ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、「
一
つ
の
表
現
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
可
能
な
反
応
の
余
地
が
あ
る
と
き
、

言
葉
の
も
つ
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
を
「
曖
昧
」
と
よ
び
、
詩
の
言
語
の
こ
の
意
味
で
の
「
曖
昧
」
に
こ
そ
詩
の
美
し
さ
が
あ
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る
、
と
主
張
し
た
。
詩
は
、
神
秘
的
な
〈
雰
囲
気
〉
や
霊
妙
な
〈
純
粋
音
〉
の
問
題
で
は
な
い
、「
説
明
さ
れ
な
い
美
は
わ
た
し
を

い
ら
だ
た
せ
る
」、
と
彼
は
書
き
、「
曖
昧
」
を
「
論
理
的
混
乱
の
程
度
に
従
っ
て
」
七
つ
の
型
に
分
類
し
た
。

エ
ン
プ
ソ
ン
の
議
論
を
読
む
前
に
、
あ
え
て
要
約
を
掲
げ
て
み
る
と
―
―

第
一
の
型
。
一
つ
の
語
あ
る
い
は
文
法
構
造
が
同
時
に
数
個
の
効
果
を
も
つ
曖
昧
。
一
例
と
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ソ
ネ

ッ
ト
集
』
七
三
番
の
「
荒
涼
た
る
唱
歌
隊
席
、
少
し
前
に
は
小
鳥
が
歌
っ
て
い
た
の
に
」
の
行
に
つ
い
て
、
数
個
の
類
似
点
を
も
つ

〔
二
者
の
〕
比
較
が
論
じ
ら
れ
、
こ
の
詩
人
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
や
「
少
し
前
」
の
僧
院
破
壊
な
ど
、
歴
史
的
、
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
持
ち
込
む
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
曖
昧
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
二
の
型
。
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
可
能
な
意
味
が
一
つ
の
意
味
の
中
に
集
約
さ
れ
〔
多
義
性
が
〕
解
消
さ
れ
る
曖
昧
。
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
一
六
番
に
お
け
る
文
法
（
構
文
）
の
曖
昧
の
分
析
を
含
む
。

第
三
の
型
。
た
と
え
ば
地パ

ン口
や
寓ア
レ
ゴ
リ
ー意の

よ
う
に
、
一
見
結
び
つ
き
の
な
い
二
つ
の
意
味
が
同
時
に
与
え
ら
れ
て
い
る
曖
昧
。

第
四
の
型
。
複
数
個
の
意
味
が
そ
れ
ぞ
れ
他
と
和
解
せ
ず
、
作
者
の
複
雑
な
心
理
状
態
を
示
す
曖
昧
。
た
と
え
ば
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
八
三
番
に
見
ら
れ
る
詩
人
の
自
己
主
張
と
自
己
卑
下
の
混
淆
。

第
五
の
型
。
作
者
が
書
く
と
い
う
行
為
の
中
で
自
分
の
考
え
を
発
見
し
て
い
く
と
き
、
あ
る
い
は
作
者
が
自
分
の
観
念
を
全
体
と

し
て
心
に
思
い
浮
か
べ
て
い
な
い
と
き
に
、
偶
然
に
生
ま
れ
る
曖
昧
。

第
六
の
型
。
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
矛
盾
あ
る
い
は
不
適
切
で
、
読
者
が
解
釈
を
考
え
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
曖
昧
。

「
ズ
ー
ラ
イ
カ
は
厳
密
に
言
っ
て
美
し
く
は
な
か
っ
た
」
の
よ
う
な
。

第
七
の
型
。
語
の
二
つ
の
意
味
、
曖
昧
の
二
つ
の
価
値
が
対
立
し
た
ま
ま
、
全
体
的
な
効
果
と
し
て
作
者
の
心
の
中
の
基
本
的

分
裂
を
表
わ
す
よ
う
な
曖
昧
。
こ
の
型
は
、
最
も
大
き
な
論
理
的
混
乱
を
含
む
曖
昧
と
し
て
最
後
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
型
の
曖

昧
の
例
と
し
て
、
エ
ン
プ
ソ
ン
が
と
く
に
力
を
入
れ
て
分
析
し
て
い
る
の
は
、
ホ
プ
キ
ン
ズ
の
ソ
ネ
ッ
ト
「
ま
ぐ
そ
鷹
」
と
ジ
ョ
ー
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ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
「
犠い
け
に
え牲

」
で
、
こ
れ
ら
の
詩
に
は
、
作
者
の
中
の
フ
ロ
イ
ト
的
な
対
立
が
、
異
な
っ
た
判
断
系
に
よ
っ
て
強
く

欲
望
さ
れ
、
両
方
に
適
合
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
同
時
に
語
ら
れ
て
い
る
、
と
言
う
。

フ
ロ
イ
ト
の
深
層
心
理
学
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
一
九
一
○
年
こ
ろ
か
ら
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
ジ
ョ
イ

ス
、
ウ
ル
フ
、
ロ
レ
ン
ス
と
い
っ
た
モ
ダ
ニ
ス
ト
た
ち
も
フ
ロ
イ
ト
を
強
く
意
識
し
て
い
た
）
が
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
を
文
学

批
評
に
応
用
し
た
リ
チ
ャ
ー
ズ
よ
り
も
エ
ン
プ
ソ
ン
に
お
い
て
、
フ
ロ
イ
ト
の
深
層
心
理
学
は
大
き
な
意
味
を
与
え
ら
れ
た
。（
エ

ン
プ
ソ
ン
に
お
け
る
フ
ロ
イ
デ
ィ
ズ
ム
は
、
の
ち
に
『
牧
歌
の
諸
変
奏
』（
一
九
三
五
年
）
に
お
け
る
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』

の
有
名
な
分
析
と
し
て
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。）

４フ
ロ
イ
デ
ィ
ズ
ム
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
、
エ
ン
プ
ソ
ン
が
リ
チ
ャ
ー
ズ
と
意
見
を
異
に
す
る
問
題
が
『
曖
昧
』
に
は
含
ま
れ
て
い

た
。
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
言
う
「
指
示
言
語
」
と
「
喚
情
言
語
」
の
問
題
で
あ
る
。

リ
チ
ャ
ー
ズ
は
、
言
語
の
用
い
方
を
「
指
示
的
」referential

と
「
喚
情
的
」em

otive

に
分
け
、
論
理
実
証
主
義
者
が
言
う
よ
う

な
意
味
で
指
示
の
真
実
性
が
実
証
で
き
る
よ
う
な
陳
述
の
言
語
を
「
指
示
的
」、
そ
れ
に
対
し
て
「
人
間
は
蛆う
じ
む
し虫
だ
」
と
い
う
よ
う

な
、
事
実
に
つ
い
て
の
陳
述
で
は
な
く
聞
き
手
の
感
情
を
喚
起
す
る
た
め
の
言
葉
を
「
喚
情
的
」
と
定
義
し
た
。（
詩
や
宗
教
の
言

葉
は
「
喚
情
言
語
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。）
だ
が
、
エ
ン
プ
ソ
ン
に
と
っ
て
は
、
言
語
の
「
指
示
的
」
用
法
と
「
喚
情
的
」
用
法

は
分
離
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
複
雑
な
理
念
は
「
事
実
と
判
断
を
内
包
す
る
一
種
の
感
情
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
」
も
の
で
、

単
純
に
「
喚
情
的
」
な
言
葉
の
用
法
と
い
う
も
の
は
な
い
、
む
し
ろ
、「
喚
情
的
な
効
果
は
意
味
の
構
造
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」、

と
エ
ン
プ
ソ
ン
は
考
え
て
い
た
。

思
想
と
感
情
は
不
可
分
の
も
の
と
い
う
エ
ン
プ
ソ
ン
の
考
え
は
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
「
感
性
の
分
裂
」
論
を
取
り
込
ん
だ
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も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
エ
ン
プ
ソ
ン
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
か
ら
受
け
た
大
き
な
影
響
を
自
ら
認
め
、『
曖
昧
』
で
も
エ
リ
オ
ッ

ト
の
詩
か
ら
幾
節
か
を
引
用
し
て
論
じ
て
い
る
が
、エ
リ
オ
ッ
ト
の
「
形
而
上
派
詩
人
論
」（
一
九
二
一
年
）
に
お
け
る
「
感
性
の
分

裂
」
論
―
―
十
七
世
紀
の
形
而
上
派
詩
人
で
は
思
想
と
感
情
は
統
一
さ
れ
て
い
て
、
彼
ら
は
「
思
想
を
薔
薇
の
匂
い
の
よ
う
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
」
が
、
ミ
ル
ト
ン
以
後
、
思
想
と
感
情
は
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
論
―
―
に
お
け
る
「
感
性
の
統
一

0

0

」
の
観

念
を
エ
ン
プ
ソ
ン
は
受
け
入
れ
、
自
分
も
詩
人
と
し
て
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
に
似
た
形
而
上
的
な
詩
を
書
き
な
が
ら
、
批
評
家
と
し
て
エ

リ
オ
ッ
ト
の
言
う
「
感
性
の
統
一
」
を
人
間
精
神
の
正
し
い
と
ら
え
方
と
認
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
思
想
と
感
情
、「
指
示
言

語
」
と
「
喚
情
言
語
」
の
統
一
と
分
離
の
問
題
は
、
単
に
詩
の
言
葉
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
擬
似
陳
述
」（
指
示
的
陳
述
の
形
を

と
っ
た
喚
情
的
表
現
）
と
「
信
念
」
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
『
荒
地
』
は
信
念
と
は
無
関

係
の
「
観
念
の
音
楽
」
で
あ
る
と
論
じ
た
の
に
対
し
、
エ
ン
プ
ソ
ン
は
『
曖
昧
』
第
八
章
で
、
詩
と
信
念
の
分
離
に
反
論
し
て
い
る
。

５一
九
三
○
年
に
『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
が
出
た
あ
と
、
ア
メ
リ
カ
で
新
二
ユ
ー
・
ク
リ
テ
イ
シ
ズ
ム

批
評
が
澎ほ
う
は
い湃

と
し
て
起
こ
り
、
一
九
三
○
年
代
か
ら

五
○
年
代
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
全
土
の
大
学
で
文
学
教
育
に
お
け
る
支
配
的
理
念
と
な
り
、
そ
の
波
は
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
の
大
学

に
も
押
し
寄
せ
た
。
彼
ら
は
リ
チ
ャ
ー
ズ
か
ら
ア
イ
ロ
ニ
ー
論
を
、
エ
ン
プ
ソ
ン
か
ら
は
実
践
的
分
析
手
法
を
借
用
し
て
、
詩
の
テ

ク
ス
ト
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
多
義
的
イ
メ
ー
ジ
を
発
見
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
精
読
を
、
文
学
教
育
の
定
式
と
し
て
確

立
し
た
。
こ
の
流
派
を
代
表
す
る
ク
リ
ア
ン
ス
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
『
巧
み
に
造
ら
れ
た
壷
』（
一
九
四
七
年
）
や
、
彼
と
ロ
バ
ー
ト
・

ペ
ン
・
ウ
ォ
レ
ン
の
共
著
に
な
る
教
科
書
『
詩
の
理
解
』（
一
九
三
八
年
）
は
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
と
エ
ン
プ
ソ
ン
か
ら
の
発
展
と
い
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の
二
人
の
英
国
人
の
理
論
と
方
法
を
単
純
化
し
、
パ
タ
ー
ン
化
し
て
、
ア
メ
リ
カ
型
の
教
育
に
利
用
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
エ
ン
プ
ソ
ン
の
「
曖
昧
」
と
い
う
広
い
概
念
を
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
言
語
」
に
圧
縮
し
、
エ
ン
プ
ソ
ン
で
は
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一
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
詩
の
言
語
と
日
常
言
語
を
別
々
の
も
の
に
切
り
は
な
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
文
学
研
究
か
ら
歴
史

的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
〈
作
者
〉
を
排
除
し
、〈
詩
〉
を
現
実
か
ら
隔
離
し
、
社
会
に
対
し
て
は
た
ら
き
か
け
の
力
を
も
た
ぬ
も
の
に

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
同
時
代
性
ゆ
え
に
、
エ
ン
プ
ソ
ン
を
、
さ
ら
に
は
Ｆ
・
Ｒ
・
リ
ー
ヴ
ィ
ス
ま
で
を
も
新
批
評
家
と
み
な
す
こ

と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
批
評
家
た
ち
は
、
一
九
三
○
年
代
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
高
ま
り
に
背
を
向
け
て
非

社
会
的
、
非
歴
史
的
な
文
学
観
を
説
い
た
ア
メ
リ
カ
の
新
批
評
家
た
ち
と
は
ま
っ
た
く
別
の
種
族
で
あ
っ
た
。
エ
ン
プ
ソ
ン
の
『
曖

昧
』
は
、
む
し
ろ
、
テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
も
言
う
よ
う
に
、「
新
批
評
の
原
則
に
対
す
る
仮
借
な
き
反
論
と
し
て
」
読
ん
だ
ほ

う
が
い
い
。
イ
ー
グ
ル
ト
ン
は
言
う
―
―

彼
〔
エ
ン
プ
ソ
ン
〕
は
一
貫
し
て
、〈
新
批
評
〉
流
の
熱
に
う
か
さ
れ
た
文
学
神
聖
化
の
試
み
に
、
英
国
的 

常コ
モ
ン
・
セ
ン
ス識

派
の
側

に
立
っ
て
冷
水
を
浴
び
せ
か
け
る
。
…
…
エ
ン
プ
ソ
ン
に
と
り
、
文
学
作
品
は
、
不
透
明
な
閉
じ
ら
れ
た
対
象
で
は
な
く
て
、

あ
く
ま
で
も
開
か
れ
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
内
的
言
語
的
一
貫
性
を
ひ
た
す
ら
追
い
か
け
る
こ
と
で
は
な

く
、
テ
ク
ス
ト
の
言
葉
が
社
会
的
価
値
を
帯
び
る
一
般
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、
一
つ
と
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
い
つ
も
未
決
状
態
へ
と
向
う
傾
向
に
あ
る
。
…
…
エ
ン
プ
ソ
ン
に

よ
れ
ば
、
読
者
は
、
作
品
を
読
む
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
持
ち
込
ま
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
は
、
作
品
の
言

説
が
お
か
れ
る
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
総
体
で
あ
り
、
ま
た
、
何
が
意
味
の
あ
る
こ
と
か
を
決
め
る
暗
黙
の
諸
前
提
で
あ
る
。

 

（『
文
学
と
は
な
に
か
』
一
九
八
三
年
。
大
橋
洋
一
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
新
版
一
九
九
七
年
）

新
批
評
の
非
歴
史
的
で
非
政
治
的
な
詩
学
に
対
し
て
、
エ
ン
プ
ソ
ン
の
詩
学
は
社
会
的
、
歴
史
的
で
、
か
つ
民
主
的
だ
と
イ
ー
グ
ル

ト
ン
は
言
う
。
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６新
批
評
へ
の
反
動
と
し
て
、
文
学
研
究
に
〈
歴
史
〉
を
取
り
も
ど
そ
う
と
し
た
の
が
、
一
九
四
○
年
代
、
Ａ
・
Ｏ
・
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ

の
〈
観
念
史
〉
の
方
法
を
取
り
込
ん
だ
Ｌ
・
Ｂ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
や
Ｅ
・
Ｍ
・
Ｗ
・
テ
ィ
リ
ヤ
ー
ド
の
〈
歴
史
主
義
〉
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
一
九
八
○
年
代
に
は
、
こ
の
〈
歴
史
主
義
〉
を
批
判
し
つ
つ
、
七
○
年
代
の
脱
デ
イ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン

構

築
批
評
へ
の
反
動
と
し
て
、
ミ
シ
ェ

ル
・
フ
ー
コ
ー
や
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ツ
を
援
用
し
た
〈
新
歴
史
主
義
〉
が
力
を
ふ
る
っ
た
。
そ
れ
よ
り
前
、
一
九
六
○
年
代
に

は
、
人
文
諸
科
学
に
支
配
的
と
な
っ
た
構
造
主
義
的
風
土
の
中
で
、
文
学
研
究
に
も
ソ
シ
ュ
ー
ル
的
記
号
論
が
適
用
さ
れ
、
文
学
に

お
け
る
意
味
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
論
が
力
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
構
造
主
義
は
さ
ら
に
脱
構
築
を
代
表
と
す
る
ポ
ス
ト
構
造
主
義

へ
と
展
開
し
、
こ
の
流
派
の
批
評
家
ポ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
の
理
論
で
は
、
テ
ク
ス
ト
は
そ
れ
自
体
を
脱
構
築
し
、
テ
ク
ス
ト
の
意
味

は
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
、
作
品
は
記
号
と
意
味
の
無
限
の
戯
れ
の
場
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
エ
ン
プ
ソ
ン
の
批

評
は
、
こ
の
よ
う
な
批
評
風
土
の
変
遷
を
通
し
て
強
い
支
持
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
エ
ン
プ
ソ
ン
と
構
造
主
義
、
エ
ン
プ
ソ
ン

と
脱
構
築
に
つ
い
て
、
以
下
に
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

エ
ン
プ
ソ
ン
と
構
造
主
義
に
つ
い
て
は
、『
構
造
主
義
詩
学
』（
一
九
七
五
年
）
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
カ
ラ
ー
が
一
つ
の
証
言
を
し
て

い
る
。
カ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
エ
ン
プ
ソ
ン
の
『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
は
構
造
主
義
に
立
つ
著
作
で
は
な
い
が
、
構
造
主
義
文
学
理
論

で
い
う
「
文
学
能
力
」literary com

petence

の
概
念
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
第
一
章
に
お

け
る
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
訳
の
陶
淵
明
の
二
行
詩
―
―Sw

iftly the years, beyond recall. / Solem
n the stillness of this 

spring m
orning. 

―
―
の
分
析
〔
第
一
章
六

二
頁
以
下
〕
は
、
文
学
テ
ク
ス
ト
を
読
ん
で
、
そ
こ
に
二
項
対
立
を
見
出
し
解
釈
を
誘
導
す
る
心
の

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
「
文
学
能
力
」
を
前
提
と
し
た
議
論
だ
、
と
カ
ラ
ー
は
言
う
。

エ
ン
プ
ソ
ン
と
脱
構
築
に
つ
い
て
は
、『
作
品
鑑
賞
論
集
』（
一
九
九
六
年
）
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
リ
ッ
ク
ス
が
、
エ
ン
プ
ソ
ン
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の
『
牧
歌
の
諸
変
奏
』（
一
九
三
五
年
）
に
脱
構
築
を
見
出
し
て
い
る
。『
牧
歌
』
冒
頭
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」
の
章
で
エ
ン
プ

ソ
ン
は
、
ト
マ
ス
・
グ
レ
イ
の
「
哀エ
レ
ジ
ー歌

」
を
論
じ
、
グ
レ
イ
の
こ
の
詩
に
は
、
才
能
は
世
に
出
な
く
て
も
い
い
、
世
に
出
な
い
ほ
う

が
い
い
の
だ
、
と
思
わ
せ
る
ま
や
か
し
の
政
治
思
想
、
多
す
ぎ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
が
、
同

時
に
エ
ン
プ
ソ
ン
は
「
し
か
も

0

0

0

、
こ
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
永
遠
の
真
理
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
を
述
べ
て
も
け
っ
し
て
政
治
的

で
は
な
い
。
し
か
も

0

0

0

、
偉
大
な
詩
は
…
…
こ
の
詩
の
よ
う
に
…
…
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
で
あ
る
」
と
論
を
つ
づ
け
て
い
て
、
こ
う
い
う
ふ

う
に
「
し
か
も
」
を
重
ね
る
エ
ン
プ
ソ
ン
の
議
論
の
運
び
方
に
は
脱
構
築
が
あ
る
、
と
リ
ッ
ク
ス
は
言
う
の
で
あ
る
。『
牧
歌
の
諸

変
奏
』
に
つ
い
て
の
リ
ッ
ク
ス
の
断
定
は
、『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
の
中
の
「
解
消
さ
れ
な
い
矛
盾
を
含
む
曖
昧
」
の
議
論
に
つ
い

て
も
同
じ
よ
う
に
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
脱
構
築
が
テ
ク
ス
ト
を
矛
盾
し
た
意
味
の
戯
れ

の
場
と
見
る
こ
と
で
認
識
論
的
無
政
府
主
義
を
つ
く
り
出
す
の
に
対
し
、
エ
ン
プ
ソ
ン
の
『
牧
歌
』
あ
る
い
は
『
曖
昧
』
は
、
終
始
、

人
間
的
な
合
理
主
義
を
信
じ
擁
護
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
脱
構
築
を
標
傍
す
る
批
評
家
た
ち
は
エ
ン
プ
ソ

ン
よ
り
後
退
し
て
い
る
、
と
リ
ッ
ク
ス
は
断
言
す
る
。

エ
ン
プ
ソ
ン
は
合
理
主
義
者
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
観
、
価
値
観
を
公
平
に
、
理
論
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
。

合
理
主
義
に
徹
し
た
率
直
な
議
論
、
そ
れ
は
一
九
二
○
年
代
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
知
的
風
土
に
つ
い
て
エ
ン
プ
ソ
ン
が
最
も
賞
讃
す

る
点
で
あ
っ
た
。
エ
ン
プ
ソ
ン
は
、
詩
に
つ
い
て
「
説
明
さ
れ
な
い
美
は
わ
た
し
を
い
ら
だ
た
せ
る
」
と
断
言
す
る
こ
と
か
ら
出
発

し
、
分
析
し
、
説
明
し
、
理
論
化
し
た
。『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
真
実
』（
一
九
九
三
年
）
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ノ
リ

ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、
エ
ン
プ
ソ
ン
の
『
複
雑
語
の
構
造
』（
一
九
五
一
年
）
は
、「
現
代
の
文
学
研
究
に
有
害
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
反
合
理
主
義
的
あ
る
い
は
反
啓
蒙
主
義
的
傾
向
に
対
す
る
本
格
的
反
論
」
と
な
っ
て
い
る
。

い
ま
、
言
語
の
機
能
に
つ
い
て
の
意
識
が
文
学
理
論
や
哲
学
的
探
求
に
深
く
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
の
時
代
に
、
わ
れ

わ
れ
は
も
う
一
度
エ
ン
プ
ソ
ン
に
帰
っ
て
み
た
ほ
う
が
い
い
。『
牧
歌
の
諸
変
奏
』
に
お
け
る
フ
ロ
イ
デ
ィ
ズ
ム
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
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は
い
ま
も
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
思
想
で
あ
る
し
、
ノ
リ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、『
複
雑
語
の
構
造
』
は
「
過
去
百
年
間
の
英
国
に
お
け
る
文

学
理
論
の
中
で
最
高
に
独
創
的
で
、
首
尾
一
貫
し
た
仕
事
と
し
て
群
を
抜
い
て
い
る
」。
そ
し
て
、『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
は
こ
れ
ら

一
連
の
仕
事
の
出
発
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

岩
崎
宗
治


